
財 政 上 の 効 果 

ここでは広域化により、高機能消防指令センターや特殊車両等の整備をはじめ、国からの財政支援の活用など、 

財政上の効果を紹介します。 

 

  

  

 

特殊資器材や高度な設備の整備は大きな財政負担が伴いますが、広域化することで両市での重複投資を避けることができ、 

効率的な整備が可能となりました。両市が単独で整備した場合と比較して、大東市で 176,050 千円、四條畷市で 259,410 千円 

を軽減することができました。 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《高機能消防指令センター》 

 

 

 

 

財 政 上 の 効 果 

（１）特殊資機材等の効率的な整備 



 

  

  

 消防の広域化が条件となっている国の補助金などの有利な財政支援を 

活用することが可能となり、少ない費用負担で高額な特殊資機材等を整 

備することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広域化により必要となった各種事業費のうち、７１パーセントを占める額に、様々な財政支援を充当することができました。

（平成２５年度から平成２９年度の間） 

 

はしご付消防自動車（平成２８年度に財政支援を受けて購入） 

緊急防災・減災事業債にて約２億円で購入。このうち、７０％の約１．４億円が 

交付税措置として返ってくるため、実質負担額は約６，０００万円となりました。

（大東市の負担額：約３，９００万円、四條畷市の負担額：約２，１００万円） 

 

 

（２）広域化による財政支援の活用 

７１％に

支援充当 



 

【 整 備 し た 資 機 材 等 の 一 例 】  

      はしご車                 高所作業車  災害支援車  

      

 

 

 

 

 

 

 

最大地上高 35ｍで、はしご先端      最大地上高 17ｍで、車両サイズが      各種災害活動における後方支援を 

部分が屈折する機能を有しており      コンパクトであり、はしご車が進入     行うための車両で、隊員及び資機材 

フェンス等の障害物を避けて接近      できない狭い道路でも走行でき、ほ の搬送を担います。また、平時には 

することができ、これまで以上に       ぼ全ての管轄内で高所での活動が可 火災予防啓発など多目的に活用しま 

スムーズな救助活動が行えます。      能となりました。             す。 

 

   高機能消防指令センター            車両端末装置               移動式空気充填機  

 

  

 

 

 

 

 

    各種災害に応じて出場車両を統制      車両の動態や位置情報を指令セ       大東署及び四條畷署に配備して 

 しています。大規模災害時には、最     ンターに送信する装置で、各車両       いた空気充填機を移動式１台に効 

大６席に拡張して対応することが可     の位置情報を把握しているセンタ       率化。空気呼吸器への充填が火災 

能です。                    ーから出場指令が送信されます。      現場でも可能になりました。 



 

  

  

  

  広域化によるスケールメリットを活かした効率的な組織運営ができたことにより、広域前に比べ、経常的な経費に充当した一般 

財源を比較するとマイナス０．９９％の財政効果が現れました。 

また、消防のことを誰よりも良く知る消防職員が予算を査定することで、効率的・効果的な予算編成が行えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）経常的な経費の削減 


